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専門は日本近代史。デュッセルドルフ大学、ボーフム大学、上智大学、東京大学に

て修学後、ハーバード大学と国際日本文化研究センターでの客員研究員の滞在を経

て、2012年から現職。博士論文のテーマは 20世紀半ばの日本における高等教育改
革の議論と実践。教育史、宗教史や人間と動物との関係史に関する著作を発表して

いる。近年は、宗教の近代的理解に対する日本の仏教徒の国内外における貢献につ

いて研究を進めている。 
 
https://www.zo.uni-heidelberg.de/japanologie/institut/mitarbeiter/kraemer.html 
（ドイツ語） 


